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「おはようございます！」2月の寒い中、6年生が毎朝昇降口に立ってあ 

いさつ運動を行いました。卒業を前に、6年生として学校のためにできるこ

とは何か 学級会で話し合って決めたそうです。気持ちのよいあいさつができ

た子がいると、その学年の廊下の「あいさつの木」に花を飾ってくれていま

す。5年生の中にもあいさつ運動に参加する子がいます。寒い中でもあいさ

つをする子が増えました。6年生の上大野小学校への思いが伝わって、あい

さつの花が広がっていきます！ 

 
２月１０日に中庭プロジェクト活動報告会を行いました。3～6 年縦割

りの田んぼ班・畑班・池班が、班ごとに課題を見出し、試行錯誤しながら一

生懸命取り組んできた内容をまとめ、発表し合いました。中には失敗した

ことも。「トウモロコシが実らなかったのはなぜか。」原因を調べ、来年再

チャレンジするそうです。発表会では他の班の発表を聞いて質問をし合う

など、互いに学び合うことができました。これまで指導してくださった常

磐大学の先生や田んぼの先生、地域の方々など、本当に多くの方が発表を

聞きに来てくださいました。発表を聞いた皆さんは、子どもたちの 1年間

の成長に驚かれていました。 

２月２４日には、JA 茨城県中央会農業政策アドバイザーの萩谷茂様に

「農業と自然の関係について学ぼう」というテーマでお話をいただきまし

た。昨年常澄地区でヒナが誕生したコウノトリの例から農業と自然環境の

関係、稲作の歴史や日本の食生活の変化からみる米づくりなど、子どもたち

の視野を広がるお話でした。そして、活動報告会の子どもたちの課題に対

し、次年度プロジェクトを成功させるためのアドバイスもいただきました。 

上大野の自然環境と地域の皆様の力をいただきながら、子どもたちの探

究活動はさらに次の活動へとつながっていきます。 

 

 
今年度の成果と課題について協議しました。委員

の方々からは、子どもたちのあいさつの声が増して

きたこと、読み聞かせの感想文や絵に成長が見られ

ること、上大野学区の自然環境や地域性を生かして

上大野でしかできない教育活動を推進してほしい

などのご意見やご感想がありました。今後さらに地

域と学校が一体

となって子ども

たちを育てる学

校づくりを目指

していきます。 

委員の皆様、

ありがとうござ

いました。 

 

「一人一人が輝く」 ： 人となかよし 本となかよし 自然となかよし 

 
講師として、NPO 法人読書の時間の先生と、講談

社の編集長をお迎えし、４～６年生対象の出前授業を

実施しました。なぜ本を読むことが大切なのか考えた

り、編集の仕事についてお話を聞いたり、ワークショ

ップとして本のクイズポスターを作ったりと、本との

新たな出会いとなる貴重な体験でした。 


